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村東小学校では４月７日に入学式が

行われ、新１年生２５人が元気いっぱいに

新年度のスタートをきりました。
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内
訳
は
、
ト
ッ
プ
が
地
方
交
付

税
、
次
が
繰
入
金
、
村
税
、
県
支

出
金
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
全
体
の
37
・

３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
金
額
は

前
年
度
比
で
３
億
５
千
万
円
の
減

額
で
す
。

繰
入
金
は
、
７
億
２
、
３
２
１

万
円
で
す
。
繰
入
金
は
、
お
も
に

は
村
の
貯
金
と
も
い
う
べ
き
基
金

を
取
り
崩
し
た
も
の
で
、
前
年
度

比
３
億
６
、
１
６
９
万
１
千
円
の

増
額
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
で
賄

わ
れ
る
村
税
は
、
４
億
７
、
８
０

９
万
８
千
円
で
す
。
内
訳
は
、
村

民
税
が
１
億
４
、
６
１
２
万
９
千

円
、
固
定
資
産
税
が
２
億
７
、
６

７
４
万
６
千
円
、
軽
自
動
車
税
が

１
、
６
１
２
万
６
千
円
、
た
ば
こ

税
が
３
、
９
０
９
万
５
千
円
、
特

別
土
地
保
有
税
が
２
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

県
支
出
金
は
前
年
度
比
で
１
億

７
、
０
４
５
万
５
千
円
の
増
額
で

す
が
、
こ
れ
は
身
体
障
害
者
・
知

的
障
害
者
の
支
援
負
担
金
や
第
一

保
育
園
建
設
の
補
助
金
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

歳 入
地
方
交
付
税
が
３
億

５
千
万
円
減
額

平成15年度の当初予算が、３月定例議会で成立しました。当初予算は、一般会計が41億６０００万円
（前年度比３億８、９３４万円の増）を計上しました。このページでは、

15年度予算のおもな内容についてお知らせします。

41億円の使いみち一般会計
当初予算

■用語の解説（歳入）

●自主税源　村が独自に確保で
きるお金。

●依存税源　国や県の判断によ
り割り当てられるお金。

●地方交付税　地方公共団体が
行う業務を、すべての市町村が
同じように行えるために、ある

一定の基準で国が市町村に支給
するお金。

●村税　昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税が村税。

●繰入金　他会計や基金などか
ら繰り入れたお金。

●県支出金　県から特定の事業

に対して支給されるお金。

●国庫支出金　国から特定の事
業に対して支給されるお金。

●村債　事業を行うために村が
借りるお金。

●地方譲与税　国税として徴収
したものを、市町村に対して譲
与するお金。

地方交付税�
15億５千万円�
(37.3%)�

�

繰入金�
７億2,321万円�
(17.4%)�

�
村税�
４億7,809万８千円(11.5%)�
�

県支出金�
４億7,182万４千円(11.3%)�
�

村　債�
３億2,100万円(7.7%)�
�

国庫支出金�
１億8,860万１千円(4.5%)�
�

地方譲与税�
9,908万４千円(2.4%)�
�

諸収入�
9,611万円(2.3%)�
�

その他�
２億2,907万３千円�
(5.6%)�
�

歳 入 41億6,000万円 特別会計の予算
総額27億7,408万9千円
７つの特別会計（水道事業
会計を含む）の総額は27
億7,409万円。対前年比
15.6％の減となりました。

●国民健康保険事業

●老人保健事業

●簡易水道事業

●農業集落排水事業

●介護保険

８億5,635万４千円

８億7,658万３千円

１億3,499万２千円

４億7,821万７千円

４億2,795万３千円



■用語の解説（歳出）

●総務費　おもに人件費や事務
経費、また、広報しょうわ発行、
オフトーク通信、選挙などのお
金。

●民生費　社会福祉（昭和の
湯・福祉センターの運営など）
や児童福祉（保育園の管理・運
営など）、老人福祉の経費。

●教育費　学校教育（小中学校
の管理費）や社会教育（講演会
や各種体育大会などの開催）、
給食センターの経費のための経
費。

●農林水産業費　農林業の振興
や土地改良事業の経費。

●公債費　村債の元金や利子の
返済などで、毎年返さなければ

ならないお金。

●土木費　村道・橋梁の整備や
砂防工事などの経費。

●衛生費　病気予防の各種検診
や母子保健事業、また毎日家庭
から出るゴミ処理のための経費
など。
●消防費　消防・防災施設整備
の経費（消防団の運営、防災無

線など）。

●議会費　村議会の運営の経費
や議員報酬など

●災害復旧費　降雨や土砂災害
などによる道路復旧などの経
費。
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農
林
水
産
業
費
は
前
年
度
比
で

１
億
３
０
８
万
円
の
増
額
で
す
。

こ
れ
は
家
畜
の
た
い
肥
処
理
施
設

の
整
備
や
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣
防
護

の
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

民
生
費
は
前
年
度
比
で
３
億

４
、
３
３
６
万
２
千
円
（
65
・

３
％
）の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
も
前
年
度
比
で
１
、
４

１
４
万
２
千
円
の
増
額
。こ
れ
は
お

も
に「
昭
和
の
森
」の
施
設
管
理
委

託
や
、
利
根
昭
和
イ
ン
タ
ー
開
発

㈱
の
負
担
金
な
ど
が
要
因
で
す
。

公
債
費
は
前
年
度
比
で
２
、
９

１
３
万
円
の
増
額
で
す
が
、
こ
れ

は
11
年
度
に
パ
ル
コ
用
地
を
購
入

し
た
際
に
借
り
た
村
債
と
12
年
度

に
県
営
赤
城
西
麓
土
地
改
良
事
業

で
借
り
た
村
債
の
、元
金
の
返
済
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
下
の
グ
ラ
フ
の
そ
の
他

の
中
に
は
、
土
木
費
１
億
３
、
６

０
８
万
７
千
円
、
議
会
費
８
、
３

５
１
万
円
、
災
害
復
旧
費
７
８
７

万
７
千
円
、
商
工
費
５
４
４
万
４

千
円
、労
働
費
３
５
７
万
９
千
円
、

予
備
費
５
０
０
万
円
、
諸
支
出
金

２
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳 出
民
生
費
が
約
３
億
円

増
え
る

農林水産業費�
11億5,281万４千円�

(27.7%)�
�

民生費�
８億6,941万４千円�

(21.0%)�
�

総務費�
５億9,241万６千円(14.2%)�
�

公債費�
４億5,449万５千円(10.9%)�
�

教育費�
３億5,825万６千円(8.6%)�
�

衛生費�
３億425万４千円(7.3%)�
�

消防費�
１億8,685万２千円(4.5%)�
�

その他�
２億4,149万９千円(5.8%)�
�

歳 出 41億6,000万円総務費

●（昭和の森への）施設管理委託料………
……………………………………500万円

●利根昭和ＩＣ開発㈱負担金………………
…………………………………3,260万円

●（知的障害者や身体障害者への）障害支
援事業……………………6,558万４千円

●（幼児・児童などへの）福祉医療費……
…………………………………6,180万円

●第一保育園建設事業………………………
………………………２億9,237万３千円

●資源循環型農業推進総合対策事業（たい
肥処理施設整備）………１億9,776万円

●有害鳥獣事業（シカ防除ネット設置）…
……………………………2,603万７千円

●（第５・10分団の）ポンプ車購入費…
…………………………………1,804万円

民生費

農林水産業費

消防費

増
額
と
な
っ
た
お
も
な
事
業

大河原の採草地に設置されたシカ防護
のネット

第１保育園建設予定地の東中跡地
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（問）今、市町村合併が議論されているのはなぜだと思
われますか。

（問）あなたは、近ごろ群馬県内においても、市町村合
併の議論が高まり、地域ごとにいろいろな動き
が始まっていることを知っていますか。

ま
と
ま
り
ま
し
た

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト

今
後
も
協
議
を
重
ね
ま
す

３
月
号
で
速
報
を
紹
介
し
た
市
町

村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。「
合
併
は
必

要
」、「
合
併
は
不
必
要
」
と
、
合
併

問
題
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
で
す
が
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、

今
後
の
村
の
合
併
協
議
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
の
意
識
調
査
な
ど
に
つ

い
て
も
、
慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
設
問
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

５
月
号
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

新聞等で�
よく知っている�
(27.8%)

広報しょうわを�
読んで知っている�
(22.4%)

知らない�
(5.6%)

あまり�
知らない�
(15.6%)

だいたい�
知っている�
(28.6%)

地方分権に伴い、市町村の行�
政基盤を強化する必要がある� 16.5%

2.5%

16.5%

25.0%

17.2%

22.3%

日常生活圏と市町村との区割�
りが一致しなくなってきた�

少子高齢化が更に進み、今後�
財政の収支バランスが保てな�
くなる�

財政難に対応するため、もっ�
と効率化を図る必要がある�

市町村合併特例法の期限があ�
るから�

わからない�



利根沼田９市町村� 34.5%

20.9%

7.0%

1.5%

5.2%

1.9%

2.9%

1.6%

6.5%

4.2%

10.7%

3.1%

利根村�

赤城村�

白沢村・川場村�

沼田市�

　白沢村�

沼田市・白沢村�

利根村・片品村�

沼田市・白沢村・川場村�

白沢村･川場村･利根村･片品村�

わからない�

その他�

合併後の中心地域と周辺地域で格�
差が生ずる�

きめ細やかなサービスの提供や住�
民意見の反映が困難になる�

合併後の役所(中心的な役割を担う�
役場)が遠くなり、不便になる�

行政サービス水準の低下や住民負�
担が増えるのではないか�

昔から継承されてきた文化や伝統�
などの地域性がなくなる�

旧市町村間で対立が生ずる�

住民の連帯感が薄れ、地域社会が�
崩壊する�

市町村の名称がなくなるのが寂し�
い�

合併に対して、労力と時間を要す�
る�

大規模事業の推進等により、財政�
が圧迫する�

地域イメージが低下する�

その他�

17.4%

10.9%

10.5%

10.6%

5.8%

8.1%

6.3%

25.3%

4.2%

8.3%

5.3%

0.9%

3.8%

17.6%

14.4%

15.9%

5.8%

5.1%

5.4%

5.9%

2.4%

7.5%

2.4%

0.1%

自分達の住んでいる地域の名�
前がなくなるため�

7.0%

中心部だけが発展して、周辺�
部が取り残されるため� 18.8%

住民感情に対立が生ずるおそ�
れがあるため� 4.1%

区域が拡大することにより、�
行政サービスが低下する恐れ�
があるため�

18.9%

住民の意見が反映されにくく�
なるため� 15.3%

合併関係市町村の財産、負債�
等の処遇が心配であるため� 15.3%

合併しなくても広域的な行政�
施策を展開することにより地�
域の活性化を図ることができる�

20.4%

その他� 0.2%

行財政基盤の強化による行政サー�
ビスの充実や安定が図られる�

子育て支援や介護保険など新たに�
行政に求められるものへの対応が�
可能となる�
住民票交付やごみ処理等の日常生活�
に関わる行政サービスが充実する�
�
市町村の規模拡大による行政効率�
の向上、行政改革の推進が図られる�
�
文化ホール・図書館・美術館等の�
広域的に使用可能な設備が図られる�

広域的な視点からの道路・公共施�
設の整備などにより、一体的なま�
ちづくりをすすめることができる�
�日常生活にそぐわない現在の行政�
界が是正される�

市町村長や議員、職員の削減が図�
られる�

専門的、高度な能力を有する人材�
の確保が図られる�

国や県の財政支援制度を活用して�
基盤整備の推進が図られる�

地域イメージの向上が図られる�

その他�
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（問）市町村合併によって次のようなことが不安になる
と言われていますが、あなたが特に不安と思わ
れるものを次の中から３つまで選んでください。

（問）市町村合併によって、次のようなことが期待され
ると言われていますが、あなたが特に期待でき
ると思われるものを３つまで選んでください。

（問）あなたはこれからの社会変化（地方分権、少子高
齢化、財政難など）に対応していくため、昭和
村が市町村合併をする必要があると思いますか。

（問）「市町村合併する必要がない」と答えた人にお
尋ねします。合併する必要がないと思う理由
を次の中から選んで番号をつけてください
（複数回答可）。

（問）「市町村合併の必要がある」を答えた人にお尋ね
します。市町村合併をする対象の市町村・地域
を次の中から選んで下さい。

必 要 だ と 思 う

どちらかといえば必要

わ か ら な い

12.6%

15.8%

19.2%

必 要 で は な い

どちらかといえば不必要

無 回 答

29.3%

18.9%

4.2%
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村
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
（
第
１
号

被
保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た
。

基
準
額
は
、
１
か
月
あ
た
り
２
、
８
８
４
円
、
年
額
で

３
４
、
６
０
０
円
で
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

段
階
別
の
保
険
料
、

基
準
額
は
３
４
、
６
０
０
円

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料

15
年
度
か
ら
３
年
間
の
65
歳
以
上
の
保
険
料
が
決
定

区　分　　　 年額保険料
第 １ 段 階　　１７，３００円
（基準額の０.５％）

第 ２ 段 階　　２６，０００円
（基準額の０.75％）

第 ３ 段 階　　３４，６００円
（基準額の1.0％）

第 ４ 段 階　　４３，３００円
（基準額の1.2５％）

第 ５ 段 階　　５１，９００円
（基準額の1.５％）
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保
険
料
の
基
準
額
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
か

ら
、
い
く
ら
保
険
料
を
納
め
れ

ば
よ
い
の
で
す
か
。

第
１
期
（
４
月
）
か
ら

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
本
人
の
所
得

に
よ
っ
て
段
階
別
に
異
な
る
た

め
、
１
年
間
に
納
め
る
実
際
の

金
額
は
、
６
月
に
確
定
さ
れ
る

前
年
度
所
得
に
よ
り
10
月
以
降

に
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

１
期
（
４
月
）、
２
期
（
６
月
）、

３
期
（
８
月
）
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
の
保
険
料
額
で
仮
に
納

め
て
も
ら
い
、
金
額
が
確
定
さ

れ
た
後
、
第
４
期
（
10
月
）、
第

５
期
（
12
月
）、
第
６
期
（
２
月
）

で
調
整
し
、
残
額
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

３
月
29
日
に
65
歳
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
介
護
保

険
料
は
い
つ
か
ら
納
め
れ
ば
よ
い

の
で
す
か
。介

護
保
険
料
は
、
65
歳

に
な
っ
た
月
か
ら
納
め
ま

す
。
年
度
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
３
月
に
65
歳
に
な
っ
た
の

で
す
か
ら
、
３
月
か
ら
介
護
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
通
常
の
徴
収
は
２
月
で
終

了
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
随
時

納
入
と
し
て
納
め
ま
す
。

65
歳
に
な
り
年
金
を
受

給
し
て
い
ま
す
が
、
介
護

保
険
料
は
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
い
つ

か
ら
引
き
落
と
し
に
な
る
の
で
す

か
。

介
護
保
険
料
の
引
き
落

と
し
は
、
次
の
２
つ
の
条

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
年

の
10
月
よ
り
で
き
ま
す
。
①
４
月

１
日
現
在
で
、
65
歳
に
な
っ
て
い

る
人
、
②
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
で
、
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以

上
の
人
。
な
お
、
４
月
２
日
以
降

に
65
歳
に
な
り
、
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
料
は
翌
年
の
10
月
か
ら
の
引
き

落
と
し
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
期
間
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

介護保険についての質問等がありましたら、役場保健福祉課124－5111までお気軽にお問い合わせください。

（説明）保険料の段階は、前年の所得に応じて設定されます。15年度の段階が決定されるのは、10月以降となり

ますからそれまでの間は、14年度納めていた保険料額で仮徴収されます。

この場合の被保険者（以下、Ａさん）は、14年度は第３段階だったため、保険料の年額は３３，５００円。

これを６回の納期で分けると５，５００円です。Ａさんは第１期・第２期・第３期に、仮徴収として５，５００

円を３回（合計１６，５００円）納めます。その後、Ａさんは第２段階と設定されました。第２段階の年額は２

６，０００円。そのため、第４期・第５期・第６期で調整し、９，５００円（２６，０００円―１６，５００円）

を納めることになります。

ＱＡＱＡ

ＱＡ
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は

ど
う
す
る
の
？

Ｑ
＆
Ａ

（例）14年度は第３段階だった人が、15年度は第２段階になる場合

納　　期　　 第１期　 第２期　　 第３期　　 第４期　 第５期　　 第６期　　 保険料合計　

（４月） （６月） （８月） （10月） （12月） （２月） （第２段階計）

保 険 料 5,500円　 5,500円　 5,500円　 3,300円　 3,100円　 3,100円　

計　16,500円 計　9,500円

←　仮徴収期間　→　　　　　　　　　←　調整期間　→

段階決定

26,000円
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□
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井
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邉
　
一
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□
入
　
原

高
　
橋
　
雅
　
俊

□
川
　
額

関
　
上
　
昭
　
一

□
鎌
　
沢

布
　
施
　
　
　
一

□
森
下
上

樋
　
口
　
栄
　
樹

□
森
下
中

綿
　
貫
　
　
　
榮

□
森
下
下

柳
　
沢
　
正
　
顯

□
入
　
沢

関
　
上
　
吉
　
彦

□
橡
久
保

新
　
木
　
敏
　
雄

□
吹
　
張

定
　
男

□
　
宿
　

加
　
藤
　
武
　
男

□
中
　
宿

加
　
藤
　
和
　
美

□
中
内
出

竹
　
　
　
順
　
一

□
常
　
木

澤
　
田
　
　
　
保

□
滝
　
寺

戸
　
部
　
新
一
郎

□
南
内
出

石
　
井
　
一
　
郎

□
上
内
出

飯
　
塚
　
秀
　
雄

□
田
　
岸

中
　
川
　
貞
　
次

□
大
　
堀

横
　
坂
　
幸
　
男

□
滝
久
保

室
　
田
　
粂
　
策

□
池
　
原

小
　
川
　
一
　
男

□
生
　
越

林
　
　
　
正
　
行

□
中
野
下

片
　
　
　
　
　
実

□
中
野
上

吉
　
澤
　
信
　
男

□
長
者
久
保

星
　
野
　
長
　
吉

□
大
河
原

順
　
一

□
追
　
分

馬
　
場
　
啓
　
一

□
赤
　
谷

栗
　
原
　
正
　
人

□
赤
城
原

鈴
　
木
　
忠
　
良

□
　
　
　
　
園
　
田
　
順
　
一

□
　
　
　
　
南
　
雲
　
重
　
雄

新

度
年タ

ス

ト
ー

区

長

団
　
　
　
長

林
　
　
　
祐
　
司

副
　
団
　
長

倉
　
澤
　
憲
　
治

〃

林
　
　
　
公
　
男

ラ
ッ
パ
長

後
　
藤
　
幸
　
一

第
１
分
団
長

綿
　
貫
　
勝
　
雄

第
２

〃

新
　
木
　
篤
　
志

第
３

〃

良
　
明

第
４

〃

橋
　
利
　
光

第
５

〃

諸
　
田
　
利
　
幸

第
６

〃

阿
　
部
　
伸
　
明

第
７

〃

見
　
城
　
俊
　
治

第
８

〃

横
　
坂
　
雅
　
信

第
９

〃

岡
　
田
　
勝
　
哉

第
10

〃

小
　
方
　
文
　
雄

消

防

団

松
ノ
木
平

第
　
　
一

松
ノ
木
平

第
　
　
二

平
成
15
年
度
の
村
の
新
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
村
の
新
役
員
・
教
職
員
村
職
員
人
事
異
動
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

団　　長

林　祐司さん（生越）

隊
　
長

加
藤
　
久
俊
（

宿
　
）

副
隊
長

林
　
　
博
美
（
中
野
上
）

班
　
長

加
藤
　
和
美
（
中
　
宿
）

〃
　
　
竹
内
　
昭
彦
（
藤
　
井
）

隊
　
員

小
林
孝
一
郎
（

）

〃
　
　
堤
　
錦
之
輔
（
入
原
下
）

〃
　
　
関
上
　
　
毅
（
森
下
下
）

〃
　
　
竹
澤
　
光
男
（
滝
久
保
）

〃
　
　
熊
谷
　
　
誠
（
生
　
越
）

〃
　
　
諸
田
　
町
子
（

）

〃
　
　
林
　
　
　
香
（
橡
久
保
北
）

〃
　
　
萩
原
　
友
美
（
田
　
岸
）

交
通
指
導
隊

隊　　長

加藤久俊さん（宿）

松
ノ
木
平

第
　
　
２

赤
城
原

第
　
　
１

３
月
20
日
付
で
、
昭
和
駐
在
所

長
に
藤
宮
利
雄
警
部
補
が
就
任
し

ま
し
た
。

昭
和
駐
在
所

昭和駐在所

藤宮利雄警部補
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﹇
総
務
課
﹈

▼
課
長
　
織
田
澤
寛
示
（
保
健
福

祉
課
長
）、
▼
課
付
係
長
利
根
沼

田
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局
派
遣

川
端
宏
行
（
住
民
課
環
境
保
全
係

長
）、
▼
課
付
主
任
群
馬
県
派
遣

諸
田
光
（
産
業
課
産
業
振
興
係
主

任
）

﹇
企
画
課
﹈

▼
課
長
　
新
木
要
（
産
業
課
課
長

補
佐
）
＝
昇
任
、
▼
係
長
　
角
田

正
良
（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会

教
育
係
長
）、
▼
主
事
　
井
上
弘

（
公
民
館
主
事
）、
▼
主
事
補
　
星

野
晃
彦
（
新
採
用
）

﹇
税
務
課
﹈

▼
係
長
　
関
上
隆
宏
（
上
下
水
道

課
上
水
係
長
）

﹇
出
納
室
﹈

▼
室
長
　
堤
元
晴
（
総
務
課
長
）、

▼
主
任
　
琴
寄
美
里
＝
昇
任

﹇
住
民
課
﹈

▼
主
事
　
澤
田
雅
之
（
建
設
課
土

地
改
良
係
主
事
）

﹇
保
健
福
祉
課
﹈

▼
課
長
　
横
坂
明
（
出
納
室
長
）、

▼
第
一
保
育
園
主
任
保
育
士
　
湯

沢
泰
子
（
第
二
保
育
園
主
任
保
育

士
）、▼
第
一
保
育
園
保
育
士
　
石

井
美
樹（
新
採
用
）、▼
第
二
保
育
園

主
任
保
育
士
　
石
井
恵
子（
第
一
保

育
園
主
任
保
育
士
）、▼
第
二
保
育

園
保
育
士
　
堤
佳
子
（
新
採
用
）

﹇
産
業
課
﹈

▼
参
事
　
林
栄
一
（
上
下
水
道
課

参
事
）
、
▼
主
任
　
島
田
宏
充

（
総
務
課
付
群
馬
県
派
遣
）、
▼
主

事
補
　
倉
澤
圭
亮
（
新
採
用
）

﹇
建
設
課
﹈

▼
主
事
　
関
上
亮
介
＝
昇
任

﹇
上
下
水
道
課
﹈

▼
係
長
　
堤
重
典
（
税
務
課
税
務

係
長
）、▼
係
長

林
孝
志
＝
昇
任
、

▼
主
任
　
根
岸
ま
さ
み
＝
昇
任

﹇
議
会
事
務
局
﹈

▼
主
任
　
金
子
千
恵
（
住
民
課
住

民
係
主
任
）

﹇
教
育
委
員
会
事
務
局
﹈

▼
課
長
補
佐
　
石
井
成
事
（
企
画

課
課
長
補
佐
）、
▼
主
事
　
堤
紀

子
（
議
会
事
務
局
主
事
）、
▼
公

民
館
主
事
　
山
本
美
加
（
教
育
委

員
会
事
務
局
学
校
教
育
係
主
事

補
）
＝
昇
任
、
▼
東
小
公
仕
　
吉

野
則
夫
（
昭
和
中
公
仕
）、
▼
南

小
公
仕
　
堤
輝
人
（
東
小
公
仕
）、

▼
大
河
原
小
公
仕
　
横
坂
麻
司

（
南
小
公
仕
）、
▼
昭
和
中
公
仕

新
木
繁
（
大
河
原
小
公
仕
）

﹇
退
職
者
﹈

(

三
月
三
十
一
日
付)

▼
企
画
課
長
　
根
岸
秀
樹
（
定
年

退
職
）、▼
企
画
課
主
事
　
澤
井
孝

仁（
森
林
管
理
署
か
ら
の
派
遣
終
了
）

役
場
人
事
異
動

新採用ですZみなさんよろしくお願いします

第二保育園

堤 　 佳 子
第一保育園

石 井 美 樹
産業課

倉 沢 圭 亮
企画課

星 野 晃 彦

□東小学校

教　頭　堀口　稔夫（薄根小）

教　諭　霞　　紀行（薄根小）

教　諭　荒平　和世（猿ヶ京小）

主幹兼事務局長代理

高橋真知子（白沢小）

□南小学校

校　　長　吉澤　博通（水上小）

教　　諭　茂木さち子（川場小）

教　　諭　竹田　円香（昭和中）

栄養専門員 根岸　仁美（白沢小）

□大河原小学校

教　　諭　武井　宏次（沼田中）

養護教諭　峯川美智子（沼田北小）

□昭和中学校

教　　諭　若山　恵子（昭和東小）

教　　諭　大竹　稔明（片品中）

教　　諭　七五三木宏（白沢小）

教　　諭　宮田　好子（沼田東中）

教　　諭　甲田　智則（藤原中）

教　　諭　野原　美穂（白沢中）

教　　諭　佐々木　研（新採用）

教　　諭　河合　美香（新採用）

新 治 中　茂木　敬夫（東　小）

昭 和 中　若山　惠子（ 〃　）

猿ヶ京小　星野　寛子（ 〃　）

沼田西中　小林　義之（ 〃　）

桃 野 小　真庭　幹郎（南　小）

桃 野 小　永井　房江（ 〃　）

薄 根 小　川端まゆみ（ 〃　）

薄 根 小　金井みち代（大河原小）

利根教育事務所

佐藤　敦子（ 〃　）

白 沢 中　今村美知子（昭和中）

月夜野中　吉野かず江（ 〃　）

中之条・第四小　

森坂実紀人（ 〃　）

昭和南小　竹田　円香（ 〃　）

新 治 中　大関久美子（ 〃　）

ぐんま天文台

登坂　一彦（昭和中）

渋 川 中　松井　恒俊（ 〃　）

白 沢 小　反町　玲子（南　小）

（栄養士）

転　　　入 ( )内は前任校

教職員人事異動

転　　　出

(

四
月
一
日
付)



１
月
19
日
付
で
村
教
育
委
員
長
に
松
井
文
夫

さ
ん
（
大
河
原
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

松
井
さ
ん
は
平
成
12
年
に
村
教
育
委
員
に
選

任
さ
れ
、
村
の
教
育
振
興
に
尽
力
。
14
年
か
ら

は
村
教
育
委
員
長
職
務
代
行
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。松

井
さ
ん
は
「
昨
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
学

校
週
五
日
制
や
、
ゆ
と
り
教
育
を
推
進
し
て
い

く
中
で
は
、
難
し
い
問
題
も
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
学
校
・
家
庭
・
行
政
で
バ
ラ
ン
ス

良
く
連
携
を
図
り
な
が
ら
教
育
振
興
に
努
め
た

い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
土
曜
日
を
積

極
的
に
活
用
し
た
課
外
授
業
の
実
施
等
で
、
社

会
教
育
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
昭
和
村
の
未
来

を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
付
で
村
教
育
委
員
長
職
務
代
行

に
は
綿
貫
征
二
さ
ん
（
森
下
中
）
が
就
任
し
ま

し
た
。

な
お
、
教
育
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
、

真
下
泰
治
さ
ん
と
石
坂
明
夫
さ
ん
は
３
月
10
日

付
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
10
回
よ
い
歯
の
子
と
育
て
た
家
族
の
表

彰
式
」
が
３
月
27
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
受
賞
者
と
そ
の
関
係
者
ら

お
よ
そ
70
人
。

今
年
度
受
賞
し
た
の
は
、
14
年
度
の
３
歳
児

健
診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
と
そ
の
家
族
27
組

で
す
。

式
典
で
は
、
受
賞
し
た
幼
児
と
そ
の
家
族
の

名
前
が
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
、
代
表
し
て
宿
の
小

野
由
美
子
さ
ん
・
美
来
ち
ゃ
ん
の
親
子
が
壇
上

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
高
橋
助
役
が
「
歯
は
人
間
に
と
っ

て
基
本
と
な
る
も
の
。
今
後
も
お
母
さ
ん
た
ち

が
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

悠
々
自
適
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

式
辞
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
藤
井
の
松
井
和
代
さ

ん
が
「
本
日
は
こ
の
よ
う
に
表
彰
し
て
い
た
だ

き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
歯
み
が

き
を
嫌
が
る
子
ど
も
た
ち
に
歯
み
が
き
さ
せ
た

か
い
が
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
親
子
と
も
ど
も
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

1 0

む
し
歯
の
な
い
親
子
ら
27
組
を
表
彰

職務代行

綿貫　征二さん
教育委員長

松井　文夫さん

代表で賞状を受けとる小野さん親子

教
育
委
員
長
に
松
井
文
夫
さ
ん

が
就
任

１
月
〜
３
月

昭
和
の
湯
・
100
万
人
目

は
飯
塚
さ
ん

村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
昭

和
の
湯
」
で
は
２
月
27
日
に
利

用
者
が
１
０
０
万
人
に
達
し
ま

し
た
。

記
念
す
べ
き
１
０
０
万
人
目

と
な
っ
た
の
は
、
常
木
の
飯
塚

勝
二
さ
ん
（
75
歳
）
で
す
。

飯
塚
さ
ん
は
「
た
ま
た
ま
来

た
ら
１
０
０
万
人
目
で
驚
き
ま

し
た
。
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

飯
塚
さ
ん
に
は
、
記
念
品
と

し
て
バ
ラ
の
花
束
と
昭
和
の
湯

の
無
料
利
用
券
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

花束を受けとる飯塚さん(左から2番目)
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群
馬
県
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
50

周
年
記
念
大
会
が
行
わ
れ
、
意

見
発
表
の
部
で
加
藤
幸
三
さ
ん

（
赤
城
原
第
２
）
が
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、「
Ｕ
タ
ー
ン

就
農
２
年
目
の
試
練
を
経
て
」

と
題
し
て
、
就
農
、
畜
産
業
の

経
営
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
で
の
苦
労

な
ど
を
、
歯
切
れ
よ
く
発
表
し

ま
し
た
。「
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
こ
と
な
の
で
」
と
受
賞
に

つ
い
て
話
す
加
藤
さ
ん
。
７
月

の
関
東
大
会
に
は
「
頑
張
り
た

い
で
す
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

第
９
回
生
涯
学
習
大
会
が
３
月
１
日
、
村
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
村
内
の
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の
お
よ
そ
210
人
で
す
。

第
一
部
で
は
、
村
体
育
指
導
委
員
協
議
会
長

の
中
島
芳
明
さ
ん
が
実
践
発
表
。

続
い
て
行
わ
れ
た
第
二
部
で
は
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
タ
レ
ン

ト
の
森
末
慎
二
さ
ん
が
「
あ
く
な
き
挑
戦
」
を

演
題
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
森
末
さ
ん
は
自

ら
の
競
技
人
生
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

「
夢
は
死
ぬ
ま
で
持
ち
続
け
る
べ
き
も
の
。
皆

さ
ん
も
大
き
な
夢
を
も
っ
て
が
ん
ば
っ
て
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

森
末
慎
二
さ
ん

が
生
涯
学
習
を
発
表

加
藤
幸
三
さ
ん
が

最
優
秀
賞
に

自身の体操人生を語った森末さん

第一部で発表した中島さん

表彰された加藤さん

講演する石井さん

村
民
文
化
講
演
会
が
２
月
15
日
、
村
公
民
館

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
の
お
よ
そ
240
人
。
タ
レ
ン
ト
で
女
優
の
石
井

め
ぐ
み
さ
ん
を
講
師
に
、「
や
さ
し
い
街
　
や

さ
し
い
人
」
を
演
題
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
婚
後
、
重
度
の
障
害
を
持
つ
実
子
・
ゆ
う

と
く
ん
の
出
産
・
育
児
を
経
験
し
た
石
井
さ

ん
。
そ
の
体
験
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
障
害
者
と

健
常
者
の
共
生
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
「
わ
た
し
は
ゆ
う
と
を
育
て
な

が
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
と
前

お
き
し
た
上
で
、「
人
間
は
知
ら
な
い
こ
と
に

と
て
も
臆
病
な
も
の
。
障
害
者
の
こ
と
を
よ
く

知
ら
な
い
か
ら
、
臆
病
に
な
り
、
健
常
者
と
障

害
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
。

勇
気
を
も
っ
て
、
障
害
者
の
こ
と
を
も
っ
と
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
石
井
さ
ん
。

ま
た
「
街
に
は
障
害
を
持
つ
人
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
立
場
の
人
が
い
る
の
は
当
た
り
前
。
住

民
が
、
お
互
い
に
立
場
の
違
う
人
の
こ
と
を
思

い
や
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
す
べ

て
の
人
が
住
み
や
す
い
街
に
な
る
」
と
来
場
者

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

や
さ
し
い
街
・
や
さ
し
い
人
を
講
演



「
昔
は
機
会
化
が
進
ん
で

い
な
か
っ
た
か
ら
農
業
も
効

率
が
悪
か
っ
た
で
す
ね
。
家

族
総
出
で
の
当
時
の
コ
ン
ニ

ャ
ク
掘
り
は
今
と
な
っ
て
は

良
い
思
い
出
」と
語
る
２
人
。

そ
ん
な
ご
夫
妻
は
現
在
、

息
子
さ
ん
ご
夫
妻
と
の
４
人

家
族
。
東
京
に
２
人
の
孫
が

い
る
そ
う
で
、「
遊
び
に
帰

っ
て
来
る
の
が
何
よ
り
の
楽

し
み
な
ん
で
す
」。

第
８
代
昭
和
村
長
を
務
め

た
義
輝
さ
ん
。「
統
合
中
学

校
や
関
越
自
動
車
道
、
望
郷

ラ
イ
ン
な
ど
、
大
型
事
業
が

実
現
で
き
て
何
よ
り
良
か
っ

た
で
す
」と
振
り
返
り
ま
す
。

そ
ん
な
義
輝
さ
ん
は
、
ゴ

ル
フ
、
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
還

暦
野
球
と
趣
味
も
多
才
。
な

か
で
も
ゴ
ル
フ
は
、
月
２
回

以
上
は
必
ず
楽
し
ん
で
い
る

と
か
。「
今
度
は
息
子
と
孫

の
３
世
代
で
プ
レ
ー
し
た
い

で
す
ね
」
。
一
方
、
フ
キ
さ

ん
の
趣
味
は
８
年
前
か
ら
続

け
て
い
る
大
正
琴
。
琴
伝
流

を
習
っ
て
い
る
そ
う
で
、
年

に
一
回
は
高
山
村
の
人
た
ち

と
合
同
発
表
会
も
行
っ
て
い

る
と
か
。
フ
キ
さ
ん
は「
琴

は
な
ん
と
い
っ
て
も
音
色
が

い
い
で
す
ね
」。

「
あ
っ
と
い
う
間
の
50
年

で
し
た
。
ま
さ
に
夢
の
よ
う

で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
ご
夫

妻
。
そ
ん
な
２
人
は
「
い
つ

も
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
健
康
で
仲
良
く

暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。

倉　澤　義　輝さん (73歳)
フ　キさん (73歳)

・宮貝戸

新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

59

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
仲
良
く
」 （昭和28年２月２日入籍）

Pプラス思考で、明るい子で
す。小学２年生から少年野球
をやっていて、今は昭和イー
グルスで練習に頑張っていま
す。得意なのは、保育園から
始めたエレクトーンです。漫
画の本が好きで、学校から帰
ってくるとよく読んでいま
す。（親から）

P約束を破ったりすると怒るけ
ど、いつもはとても優しいお父さ
ん。今年の元旦には、ディズニー
シーに遊びに連れて行ってくれま
した。忙しい中でも、たまあにキ
ャッチボールの相手もしてくれま
す。（子から）

永井上
・

諸　田　篤　也さ　ん（43歳）
拓　也く　ん（11歳）

仕事が忙しいので、
体には気をつけてね。
それと、今度は巨人×
阪神戦に連れていって
ほしいな。

137
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マイペースすぎると
ころがあるので、もう
少し負けん気とかを持
ってほしいな。それと
これからもこのまま思
いやりのある元気な子　
に育って。



「
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
親
が
完
璧

な
人
間
で
は
な
い
と
知
る
こ
と
」
だ
と
言
う
。
そ
う
、

こ
の
世
の
中
に
完
璧
な
人
間
な
ど
い
な
い
。
自
分
の
親

も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
の
だ
。
で
も
、
小
さ
な
子
ど

も
の
中
で
は
親
こ
そ
が
す
べ
て
。
反
抗
期
を
迎
え
、
初

め
て
親
に
疑
問
を
抱
く
。
思
春
期
を
経
て
、
親
が
す
べ

て
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
反
発
し
た
り
ぶ
つ
か
っ
た

り
し
て
20
歳
を
迎
え
、
世
間
で
は
大
人
と
呼
ば
れ
る
歳

に
な
る
こ
ろ
、
親
の
欠
点
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
し
て
、人
間
は
成
長
し
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

私
は
今
年
で
25
歳
に
な
る
。
親
が
完
璧
な
人
間
で
は

な
い
こ
と
も
理
解
し
た
私
は
、
立
派
な
「
大
人
」
だ
。

そ
し
て
、
私
も
ま
た
決
し
て
完
璧
な
人
間
で
は
な
い
。

む
し
ろ
欠
点
だ
ら
け
だ
。
で
も
、
そ
の
欠
点
も
自
分
の

弱
さ
も
、
も
ろ
さ
も
受
け
入
れ
て
す
べ
て
自
分
の
中
で

消
化
し
て
し
ま
え
る
よ
う
な
、
強
じ
ん
な
精
神
力
を
持

つ
人
間
に
、
大
切
な
人
を
素
直
に
愛
し
て
い
け
る
純
粋

な
人
間
に
な
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
倉
澤
留
美
さ
ん
（
23
歳
・
根
岸
）

で
す
。

160

出
会
い
は
３
年
前
、
健
一
さ
ん
が

勤
務
す
る
会
社
に
入
社
し
て
き
た
の

が
春
美
さ
ん
で
し
た
。
当
時
の
第
一

印
象
は
、「
足
の
太
い
子
」（
健
一
さ

ん
）、「
リ
ー
ゼ
ン
ト
が
印
象
的
」（
春

美
さ
ん
）
と
話
す
２
人
。
毎
日
、
職

場
で
顔
を
合
わ
せ
る
う
ち
に
自
然
と

お
付
き
合
い
も
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

思
い
出
の
デ
ー
ト
は
、
昨
年
秋
に

行
っ
た
金
沢
旅
行
。
な
ん
で
も
「
利

家
と
ま
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
」
と
健
一

さ
ん
が
希
望
し
た
そ
う
で
、「
天
気

も
良
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」。

現
在
、
健
一
さ
ん
は
春
美
さ
ん
と

両
親
の
４
人
で
、
酪
農
と
ほ
う
れ
ん

草
栽
培
に
専
念
。「
就
農
一
年
目
な

の
で
、
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
す
」

と
健
一
さ
ん
。
一
方
、
春
美
さ
ん
も

先
月
ま
で
㈱
ナ
カ
ム
ラ
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
農
業
と
主
婦

業
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

新
婚
旅
行
は
今
年
３
月
に
行
っ
た

５
泊
６
日
の
グ
ア
ム
旅
行
。「
暖
か

い
海
の
あ
る
所
を
」
と
お
互
い
に
希

望
し
て
の
場
所
だ
っ
た
そ
う
で
「
ゆ

っ
く
り
と
楽
し
め
ま
し
た
」。

将
来
の
家
族
計
画
に
つ
い
て
は
、

「
早
い
う
ち
に
２
、
３
人
の
子
ど
も

が
ほ
し
い
で
す
」
と
２
人
。「
将
来

は
い
つ
も
笑
顔
の
絶
え
な
い
明
る
い

家
庭
を
築
き
た
い
で
す
ね
」
と
ニ
ッ

コ
リ
。

新　井　健　一さん（29歳）
春　美さん（23歳）

（平成15年1月11日入籍）

「
笑
顔
の
絶
え
な
い
家
庭
を
」

平田香織さん

(永井下・24歳)

・追分

３
月
の
結
婚
式
で

け
ん
玉

さ
わ
ぐ
ち
　
つ
か
さ
く
ん

（
子
育
保
・
５
歳
）

「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
や
む
し
を

み
つ
け
た
い
な
」。

ち
ょ
う
ち
ょ
う

167

大
人
に
な
る
こ
と
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「
お
と
も
だ
ち
と
け
ん
玉
を

し
て
あ
そ
ん
だ
よ
」。

ほ
し
の
　
あ
き
こ
ち
ゃ
ん

（
子
育
保
・
５
歳
）



しょうわハートフルクラブが３月

８日、小学生40人あまりが参加し

て村公民館で行われました。

今回の教室は勾玉づくり。県埋蔵

文化財調査事業団の桜岡正信さんを

講師に招きました。

桜岡さんは滑石と呼ばれる比較的

削りやすい材料を使って、勾玉づく

りを指導。

参加者たちはヤスリを使って、ピカ

ピカに勾玉を磨き上げていました。

小学生が勾
まが

玉作りに挑戦

東小の１年生は３月17日、昭和の

湯で開催された「高齢者ふれあい交

流会」で、お年寄りにお遊戯を披露

しました。

この日は、75歳以上の一人暮らし

の高齢者ら50人が招待されました。

１年生たちは「大きなカブ」のお

遊戯を一生懸命に演技。かわいらし

いそのしぐさに、会場は和やかな雰

囲気に包まれていました。

この後、高齢者たちには昼食とし

て村ボランティア協議会からうどん

が振る舞われました。

75歳以上に東小児童がお遊戯

親子ウォーキング教室が３

月１日、村多目的屋内運動場

で行われました。

この日参加したのは、村内

の親子や主婦ら27人です。

講師は、テレビや雑誌など

で活躍中のウォーキングイン

ストラクター・駒崎優さん。

駒崎さんは「正しく楽しいウ

ォーキング」をテーマに参加

者に指導。「正しい歩き方をす

ると美しい姿勢になるだけで

なく、生活習慣病予防にもな

ります」と話していました。

親子ウォーキング教室を開催

磨き方を教える桜岡さん

利根郡老人クラブ連合会によ

る「第１回輪投げ大会」が３月

４日に行われ、赤城原Ａが第３

位に入賞しました。

郡大会に先立ち、村では１月

に予選会を開催。25チームが

参加する中、赤城原Ａと糸井中

央Ａが代表となりました。

郡内各町村からそれぞれ２チ

ームが参加する中、赤城原Ａは

見事なチームワークを発揮しま

した。

赤城原老人会が
郡大会で第３位に

入賞した赤城原Ａ

大きなカブが抜けたかな

着地はかかとから
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健闘した糸井中央A



村文化協会による第２１回芸能祭が村公

民館多目的ホールで行われました。

立ち見が出るほどのにぎわいとなった会

場では、壇上で出演者たちが日ごろのけい

この成果をそれぞれ発揮していました。

平成14年度の若妻・婦人・高砂大学合同閉講式が３月

25日、村公民館多目的ホールで行われました。

記念講演の後、式典が挙行されました。

各大学とも壇上で修了生の名前がそれぞれ呼ばれ、代表

者に修了証を授与。若妻大学は竹内里美さん（藤井）、婦

人大学は加藤栄子さん（中宿）、高砂大学は　田辰雄さん

（吹張）が代表して壇上で受け取りました。

14年度の修了生は、若妻大学が８人、婦人大学が18人、

高砂大学が26人でした。

３大学合同閉講式で52人が修了
第21回芸能祭開催

健やか子育てボランティア講座

が行われました。

参加したのは、村内のお母さん

とその子ども20人あまり。東京

福祉大学のヘネシー澄子教授を講

師に招きました。ヘネシーさんは

「乳幼児期の愛着の絆作りが脳の

発達を促し、子どもの人生を左右

するといっても言いすぎではあり

ません」と講演。参加者たちは熱

心に聞き入っていました。

第２保育園では３月４日、おひ

なまつりにちなんだ餅つきが行

われ、園児たちは小さなきねを手

に元気に餅つきを楽しみました。

餅つき､ペッタンZ

おいしいおモチがつけたかな

すくすく元気に育ってね

スクリーンを使用して行われた講座

高砂大学の修了証を受けた　田さん

日ごろのけい古の成果を発揮

1 5
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村
へ
の
ご
意
見
や
皆
さ
ん
の
身
近

で
起
こ
っ
た
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
役
場

企
画
課
広
報
統
計
係
「
み
ん
な
の
オ

ア
シ
ス
」
で
す
。
お
便
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日本ロマンチック街道で４月29日
（火）から10月26日（日）までの間、
ステッカーラリーが開催されます。
このラリーは、長野・群馬・栃木の

３県にまたがる２７市町村をめぐり、
ステッカーを集めながら、街道の魅力
と旅を楽しんでいただくイベントで
す。完走者にはもれなく記念品が贈ら
れるほか、抽選で商品も当たります。
詳しくは、日本ロマンチック街道実

行委員会事務局1０２７９－８０－２

１２２まで。

皆さん、ぜひご利用ください

いちねんせい
尾　瀬
〃

午前10時～午後２時
〃
〃

４月19日(土)
５月 ３日(土)

17日(土)

期　　日 時　　　間 図書室の特集

第１・３土曜は図書室へ

■内容 図書の貸し出し、

紙芝居など

■問い合わせ 村教育委

員会事務局1２４－５１

２０

今
年
は
特
別
異
常
で
、
寒
気
が
き

び
し
く
、
毎
夜
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
の
方
々
が
縫
っ
て
く
だ
さ
っ
た

心
あ
た
た
ま
る
肩
掛
け
を
愛
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
思
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と

を
連
想
し
て
お
り
ま
す
。

父
母
が
逝
っ
た
年
齢
ま
で
生
き
延

び
る
こ
と
…
。「
欲
張
っ
て
生
き
す

ぎ
て
も
…
」。
な
ん
て
米
寿
の
友
の

こ
と
ま
で
も
が
夢
に
で
て
い
ま
す
。

（
女
性
）

先
日
、
親
戚
の
お
ば
さ
ん
が
家
に

来
た
時
に
お
茶
を
出
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、「
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た

ん
だ
け
れ
ど
、
糸
井
の
水
は
消
毒
の

に
お
い
が
強
く
て
お
茶
が
お
い
し
く

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し

は
毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
全
然
気
が

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

役
場
職
員
の
方
々
は
い
か
が
な
も

の
で
し
ょ
う
か
？
気
が
つ
い
て
い
ま

し
た
か
？

（
女
性
）

３
月
号
の
広
報
の
表
紙
は
、
ウ
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
豪
華
な

表
紙
で
し
た
ね
。

私
も
熱
気
球
に
と
て
も
乗
り
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
仕
事
に
お
わ
れ
て

残
念
で
し
た
。
で
も
、
花
火
だ
け
は

と
思
い
、
家
か
ら
見
て
い
ま
し
た
。

毎
年
見
て
い
る
の
で
、
と
て
も
楽
し

み
で
し
た
。

ま
た
、
来
年
も
熱
気
球
し
な
い
で

す
か
？
花
火
も
き
れ
い
だ
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
熱
気
球
に
乗
り
た
か
っ
た
で

す
。

（
男
性
）

菖
蒲
湯
は
５
月
５
日
の
節

句
の
日
に
、
風
呂
に
し
ょ
う

ぶ
の
根
つ
き
の
葉
を
浮
か
べ

て
入
浴
す
る
風
習
の
こ
と
。

し
ょ
う
ぶ
は
邪
気
を
払
う
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

菖
蒲
湯
に
使
う
し
ょ
う
ぶ
は
、
サ
ト

イ
モ
科
の
多
年
生
草
本
で
、
川
岸
や
池

沼
に
自
生
し
て
い
ま
す

菖
蒲
湯
は
平
安
時
代
か
ら
宮
中
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
武
家
政
権
の
時

代
か
ら
は
、
勝
負
は
「
尚
武
」、
武
を
た

っ
と
ぶ
に
通
じ
る
と
い
う
の
で
、
５
月

５
日
は
男
の
節
句
と
さ
れ
、
武
者
絵
や

武
者
人
形
、
鯉
の
ぼ
り
な
ど
を
飾
っ
て
、

菖
蒲
湯
に
入
り
、
男
の
子
の
成
長
を
願

う
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

春
の
大
型
連
休
と
あ
っ
て
外
出
す
る

家
族
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
帰
宅
後
、

菖
蒲
湯
で
疲
れ
を
と
る
の
も
一
案
で
す
。

公
衆
浴
場
（
銭
湯
）
で
も
こ
の
日
は
菖

蒲
湯
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

歳 時 記

菖
蒲
し
ょ
う
ぶ

湯

「
米
寿
の
友
が
夢
に
ま
で
…
」

「
糸
井
の
水
は

消
毒
の
に
お
い
が
強
い
」

「
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
で

熱
気
球
に
乗
り
た
か
っ
た
」

ステッカーラリー開催
日本ロマンチック街道で
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■もんだい　
平成15年度当初予算が３月議会で承認

されました。一般会計は41億6,000万円、
特別会計は総額27億7,408万１千円でし
た。
では、問題です。一般会計歳入で一番

金額の多い項目は、？？？？税でしょう
か。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなたでも応
募できます。s賞品＝正解者の中から５人に図書券
1,000円分を差し上げます。s締め切り＝５月６日(火)。
s発表＝５月号「広報しょうわ」。s答えは必ずハガキ
に書き、下記要領で応募してください。

u３月号のクイズの答えは、「18歳」でした。
応募総数は14通。当選者は次のとおりです(敬称
略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

3 7 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

応募規定

変
態
安
田

皆
さ
ん
か
ら
の

イ
ラ
ス
ト
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

昭和３５年に発足した大洞流の詩吟のグループ。現在、会員

は６人で、毎週金曜日、沼田市中央公民館で練習しています。

詩吟とはおもに七言絶句の漢詩に節をつけて、１分５５秒を目

安に詠むものだとか。会員は岸大洞先生に師事し、１年に１０

以上の漢詩を詠んでいるそうです。詩吟の魅力については「一

つでも多くの漢字の読み方を覚えられるところがいいです」。ま

た「腹の底から声を出すので健康にも良いですよ」。会では会員

を募集中。希望者は、澤浦宅1２４－６９００まで。

わたしも

いきいきサークル ⑬

「多くの漢字を覚えられる」

昭和村吟詠会
代表／澤浦林助

▼

日
溜
り
で
そ
ば
殻
入
れ
て
枕
作
る

全
盲
と
な
り
し
友
は
寂
し
く

萩
原
　
栄
子

母
の
生あ

れ
し
日
を
祝
は
ん
と
裕
子

が
飾
る
蘭
ほ
ぐ
れ
初
む
く
れ
な
ゐ

明
く
　

星
野
　
利
子

孫
の
背
を
覆
い
て
余
る
ラ
ン
ド
セ

ル
六
年
（
む
と
せ
）
の
先
き
を
想

い
て
見
入
る

須
藤
　
澄
子

白
色
の
八
重
に
咲
き
た
る
ア
マ
リ
リ

ス
雪
見
障
子
を
上
げ
陽
を
当
て
る

林
　
　
マ
ス

人
の
輪
に
入
り
た
る
こ
と
の
な
き
義

母
が
旅
行
と
笑
み
て
朝
夢
に
顕
つ

堤
　
あ
さ
江

老
い
初
め
し
兆
し
か
朝
毎
に
じ
む
汗

タ
オ
ル
で
ふ
き
て
今
日
が
始
ま
る

根
岸
　
和
子

九
十
の
友
送
り
来
し
短
歌
二
首
曲

り
し
文
字
に
故
郷
を
恋
ふ

小
林
　
文
吉

水
槽
に
浮
か
び
て
死
ん
だ
真
似
を
す

る
金
魚
に
も
嫉
妬
の
形
あ
る
ら
し

竹
吉
喜
志
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

か
な
し
み
も
願
ひ
も
背
負
い
遍
路
道

新
木
　
武
治

つ
れ
づ
れ
に
一
坪
の
芝
焼
き
に
け
り

坂
田
や
す
お

肌
に
寄
る
柚
子
と
た
わ
む
る
真
昼

風
呂

林
　
　
町
子

満
願
の
遍
路
独
り
に
陽
矢
の
刺
す

須
藤
　
澄
子

一
切
の
物
音
埋
も
れ
深
雪
の
夜

梅
沢
　
ま
つ

慈
し
み
添
へ
て
梅
花
の
香
り
く
る

大
河
原
一
郎

共
に
生
き
共
に
育
て
り
梅
香
る

横
坂
　
庄
三

十
年
の
遍
路
を
満
た
す
朱
印
帳

関
上
喜
代
始

★ 倉　澤　友　弥 (12 歳 )
★ 角　田　ト　シ (82 歳 )
★ 星　野　かね子 (51歳 )
★ 石　井　智恵美 (13 歳 )
★ 中　澤　寿　美 (16歳 )

根 岸
森 下 上
追 分
南 内 出
赤 谷

「
Mr
・
チ
ル
ド
レ
ン
」

▼
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農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
宅
内

工
事
・
公
共
マ
ス
ま
で
の
つ
な
ぎ

込
み
を
し
た
世
帯
に
対
し
て
、
加

入
奨
励
金
３
万
円
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

こ
の
奨
励
金
で
す
が
、
糸
井
三

ツ
谷
地
区
で
は
15
年
６
月
ま
で
、

昭
和
南
地
区
で
は
16
年
３
月
ま
で

に
宅
内
工
事
を
し
な
い
と
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

対
象
地
区
で
工
事
を
済
ま
せ
て

い
な
い
皆
さ
ん
は
、
お
早
め
に
つ

な
ぎ
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
接
続
率
は
次
の
と
お
り

で
す
（
３
月
末
現
在
）。

■
貝
野
瀬
生
越
地
区
　
79
・
７

％■
糸
井
三
ツ
谷
地
区
　
54
・
６

％■
昭
和
南
地
区
　
43
・
０
％

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

15
年
度
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

各
世
帯
に
１
枚
ず
つ
配
布
し
ま
し

た
。カ

レ
ン
ダ
ー
は
左
半
分
が
成
人

用
、
右
半
分
が
乳
幼
児
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。

乳
児
健
診
と
予
防
接
種
は
、
個

別
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
カ

レ
ン
ダ
ー
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
15
年
５
月
１
日
か
ら
勤

務
で
き
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
及
び
募
集
人
員

一
般
事

務
職：

１
名
、
臨
時
職
員：

１
名

■
受
験
資
格

年
齢
35
歳
ま
で
で

社
会
福
祉
に
意
欲
の
あ
る
人
。
運

転
免
許
証
（
普
通
車
以
上
）
取
得

者■
勤
務
場
所

村
社
会
福
祉
協
議

会■
提
出
書
類

履
歴
書
（
有
資
格

者
は
免
許
状
の
写
し
）
、
作
文

（
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以

内
、
テ
ー
マ
「
社
会
福
祉
に
つ
い

て
思
う
こ
と
」）

■
受
付
締
切

４
月
25
日
（
金
）

■
試
験
日

４
月
28
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

村
社
会
福
祉
協

議
会
1
２
０
―
１
１
２
６

空
気
が
乾
燥
し
た
こ
の
時
期

は
、
毎
年
火
災
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
を
守
り
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
強
風
時
の
た
き
火
に
は
、
十
分

注
意
す
る
。

・
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
、
必
ず
消

す
と
と
も
に
投
げ
捨
て
は
絶
対
に

し
な
い
。

農
集
排
事
業
の

つ
な
ぎ
込
み
は
お
早
め
に

上
下
水
道
課
　
内
線
38

社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
を
募
集

社
会
福
祉
協
議
会

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

乾
燥
し
て
い
ま
す

火
災
に
ご
注
意
を

総
務
課
　
内
線
14

農地を農地以外に転用
する場合は、農振地域か
ら除外する手続きが必要
です。
５月中に受け付けを行

っていますので、対象者
は忘れずに手続きを行っ
てください。
詳しくは、役場産

業課124－5111
（内線34）まで。

農振除外の手続
きは５月末までランティアコーディネーターを募集Z

昭和村は、今年度からの２か年にわたり文部科学省から「地域と学校が連
携協力した奉仕活動・体験活動推進事業」の指定を受けました。
これにともない、昭和村の子どもたちの豊かな体験を援助する「昭和村体

験活動ボランティア活動支援センター」を設立します。
そこで支援センターの活動を支える“ボランティアコーディネーター”を

村内の方を対象に募集します。子どもたちのために活動してみませんか？
■活動場所 昭和村公民館
■業務内容 ○奉仕活動・体験活動に係わる情報収集・提供及び昭和村人材
バンクの拡充と整備、○地域と学校をつなぐ相談窓口、○地域と学校が連携
した事業の計画立案と運営、○業務を行う上で必要とする地域や学校訪問。
■回数（６月から活動開始） 月に２～３回程度
■募集人員 ５～６人
■募集期間（締切日） 平成15年５月６日（火）
■その他 必要とする経費は村で負担します。
■問い合わせ 教育委員会事務局124－5120

ボ



幕末、庄内海坂藩の下級武
士のたそがれ清兵衛は妻に先
立たれ、娘２人と老母の世話
に追われていた。
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平
成
15
年
４
月
か
ら
16
年
３
月

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
１

か
月
１
３
、
３
０
０
円
で
す
が
、

４
月
中
に
１
年
間
分
を
ま
と
め
て

納
め
る
と
（
前
納
）
割
引
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

お
得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
、
口
座
引
き
落

と
し
で
前
納
さ
れ
た
人
は
今
年
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

定
額
の
場
合
　
１
３
、
３
０
０

円
×
12
月
＝
１
５
９
、
６
０
０
円

前
納
の
場
合
　
１
５
６
、
７
７
０

円
（
割
引
額
２
、
８
３
０
円
）

20
歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
申
請
し
認

め
ら
れ
る
と
、
学
生
期
間
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
本
人
の
所
得
を

基
準
と
す
る
た
め
、
大
部
分
の
学

生
が
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
夜

間
部
、
定
時
制
、
通
信
課
程
の
学

生
も
対
象
に
な
っ
た
ほ
か
、
新
た

に
対
象
校
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、役
場
住
民
課
ま
で
。

・
枯
れ
葉
や
枯
れ
草
な
ど
の
多

い
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
と
こ

ろ
で
は
、
絶
対
に
た
き
火
を
し
な

い
こ
と
。

平
成
15
年
度
か
ら
村
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
が
、
金
融
機
関
及

び
郵
便
局
で
納
入
で
き
る
よ
う

に
、
納
付
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま

し
た
。

こ
の
納
付
書
は
、
１
年
分
を
、

郵
送
に
て
一
括
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
各
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
。

村公民館図書室の本を紹介します。
一読してみてください。
このほかにも、たくさんの楽しい

本が皆さんを待っています。月曜日
～金曜日（午前８時30分～午後６時）
は図書室へどうぞ。

15歳の誕生日、少年は家を
出た。暴力と喪失の影の谷を
抜け、世界と世界が結びあう
はずの場所を求めて。上･下巻

「海辺のカフカ」

著書 村上春樹

新潮社

「たそがれ清兵衛」

著者　藤沢周平

新潮社

食品の表示の見方・スーパ
ーの選び方・よい食材を手に
入れる方法など、危ない時代
を生き抜くヒントが満載。

「食べるな、
危険!」

著者
日本子孫基金

講談社

みんなも大好きなプーさん
の絵本。プーさんとはちみ
つ・プーさんと大あらし・プ
ーさんとティガーの３本立
て。

「くまのプーさん」

文　Ａ．Ａ．ミルン
絵　Ａ．Ｈ．シェパード

講談社

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
制
度
が
お
得
で
す

学
生
の
保
険
料
は
承
認
を
受
け

る
と
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す

本 と ハ ッ ピ ー

納
付
書
の
様
式
が

変
わ
り
ま
す

税
務
課
　
内
線
19

村では、岩本駅前駐車場の月極利用者の受け付けを常時行っ

ています。利用を希望する人は、役場総務課まで電話でお問い

合わせのうえ申請してください。

■料金 3,670円（１か月）

■駐車位置 駅前南側

なお、旅行や買い物等で短期

間駐車したい人も、総務課まで

お問い合わせください。

詳しくは役場総務課1２４－

５１１１（内線14）まで。

役場総務課よりお知らせ

駅前駐車場のご利用を



〇
木
登
り
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
作
り

▼
日
程

４
月
26
日
（
土
）

▼
会
場

利
根
沼
田
文
化
会
館

〇
ス
ラ
イ
ム
と
虹
ビ
ー
ズ
で
遊

ぼ
う

▼
日
程

５
月
10
日
（
土
）

▼
会
場

川
場
小
学
校

共
通
事
項

▼
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正

午▼
対
象
者

小
・
中
学
生
（
小

学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要
）

▼
定
員

40
人
（
先
着
順
）

▼
費
用

５
０
０
円
程
度

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
少
年
科
学
館
1

０
２
７
―
２
２
０
―
１
８
７
６

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
前
年
度
保
険
料
の

確
定
申
告
と
今
年
度
保
険
料
の

概
算
申
告
は
５
月
20
日
（
火
）

ま
で
で
す
。

今
年
度
の
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
公
共

職
業
安
定
所
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局

1
０
２
７
―
２
１
０
―
５
０
０
１

安
心
し
て
働
き
た
い
人
に
、

育
児
・
介
護
・
家
事
代
行
の
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
電
話

で
提
供
し
ま
す
。

▼
情
報
の
内
容

保
育
施
設
、

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ベ
ビ
ー
シ

ッ
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

民
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
介
護

用
品
販
売
、
レ
ン
タ
ル
業
者
、

家
政
婦
（
夫
）
紹
介
所
、
家
事

代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど

▼
利
用
時
間

月
曜
日
〜
金
曜

日
（
祝
日
は
除
く
）、
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ｈ

ｔ
ｔ
ｐ：

／
／
ｗ
ｗ
ｗ．

２
０
２

０
ｎ
ｅ
ｔ．

ｊ
ｐ

▼
問
い
合
わ
せ

（
財
）
21
世

紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所
1
０

２
７
―
２
３
１
―
２
０
２
０

２
０
０
日
間
、
無
事
故
・
無

違
反
の
達
成
を
目
指
す
運
転
者

の
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

職
場
や
家
族
、
友
達
同
士
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

県
内
に
在
住
・
在

勤
し
、
日
常
生
活
で
自
動
車
・

バ
イ
ク
を
使
っ
て
い
る
人
の
チ

ー
ム
（
５
人
１
組
）、
及
び
60
歳

以
上
の
チ
ー
ム
（
65
歳
以
上
の

人
を
３
人
以
上
含
む
５
人
１
組
）

▼
実
施
期
間

６
月
15
日
（
日
）

〜
12
月
31
日
（
水
）
ま
で
の
２

０
０
日
間

▼
費
用

１
チ
ー
ム
１
、
０
０

０
円

▼
賞
品

抽
選
で
海
外
旅
行
、

家
電
製
品
、
県
特
産
品
な
ど

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

お
も
し
ろ
科
学
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

◆
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
少
年
科
学
館

▼
催
し
も
の

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

「
５
月
20
日
」
ま
で
で
す

◆
群
馬
労
働
局

育
児
・
介
護
・
家
事
代
行

の
情
報
を
電
話
で
提
供

◆(

財)

21
世
紀
職
業
財
団

▼
お
知
ら
せ

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
ド
ラ
イ
ブ

の
参
加
者
募
集

◆
県
交
通
政
策
課

2 0

狂犬病予防注射
平成15年度の「狂犬病予防注射と犬の登録」を行

います。生後３か月以上の犬は、必ず接種させてくだ
さい。
■手数料 新規登録…6,400円（注射：2,750円、
注射済票：550円、登録料：3,000円、愛犬パスポ
ート：100円）、登録済み…3,300円（注射：2,750
円、注射済票：550円）
■注意事項 ①手数料は釣
り銭のいらないようにして
ください、②愛犬パスポー
トと送付されたハガキを必
ず持参してください。
■問い合わせ 役場住民課
1２４－５１１１（内線22）

永井住民センター

入原公民館

川額集落センター

地域活性化センター

三ツ谷住民センター

生越住民センター

南部営農センター（旧貝野瀬支所）

東小学校前

保健センター

松ノ木平第二住民センター

松戸集出荷所

松ノ木平第一住民センター

赤城原区民館

赤谷住民センター

山村婦人の家

赤城北麗土地改良区

9 :00～9 :30

9 :40～10:10

10:20～11:00

11:10～11:50

13:00～13:40

9 :30～10:00

10:10～10:50

11:00～11:50

13:00～13:40

9 :10～9 :30

9 :40～10:00

10:10～10:30

10:40～11:10

11:20～11:50

13:00～13:50

14:00～14:30

期　日 時　　間 場　　所

５月12日(月)

５月13日(火)

５月14日(水)



▼
試
験
日

６
月
15
日
（
日
）

▼
試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
、

丙
種

▼
会
場

渋
川
工
業
高
等
学
校
、

前
橋
工
業
高
等
学
校
他

▼
受
験
料

甲
種
５
、
０
０
０

円
、
乙
種
３
、
４
０
０
円
、
丙

種
２
、
７
０
０
円

▼
願
書
受
付
期
間

５
月
６

日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

▼
願
書
配
布
・
受
付
場
所

中

央
消
防
署

▼
そ
の
他

受
験
希
望
者
は
６

月
４
日
（
水
）
の
準
備
講
習
会

を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署

1
２
４
―
１
７
３
４

紙
に
記
入
し
て
投
函

▼
申
込
期
間

５
月
23
日
（
金
）

消
印
有
効

▼
用
紙
配
布
場
所

役
場
、
警

察▼
問
い
合
わ
せ

県
交
通
政
策

課
1
０
２
７
―
２
２
６
―
２
３

８
８自

動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
群
馬
運
輸
支
局
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
期
限

６
月
２
日
（
月
）

▼
納
付
場
所

金
融
機
関
、
郵

便
局
、
行
政
事
務
所

▼
注
意
事
項

口
座
振
替
を
ご

利
用
の
人
は
預
金
残
高
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
引
き
落
と
し

は
６
月
２
日
（
月
）
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
自
動
車
税

事
務
所
1
０
２
７
―
２
６
３
―

４
３
４
３

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
時
の
住
民

票
の
提
出
が
４
月
か
ら
不
要
に

な
り
ま
し
た
（
住
民
登
録
地
以

外
で
の
申
請
の
場
合
を
除
く
）。

こ
れ
は
、
旅
券
法
の
改
正
に

よ
り
、
申
請
者
の
住
所
を
、
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
で
す
。

な
お
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
な

ど
、
住
民
票
以
外
の
必
要
書
類

は
今
ま
で
ど
お
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
1
０
２
７
―
２
２

５
―
１
２
０
１

そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じま

す。

◆日時：５月７日（水）、午前10

時～午後３時、◆会場：役場会議

室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの

人は、ご相談ください。役場保健

師が相談を受けます。◆日時：４

月24日（木）、午後１時～４時、

◆場所：村保健センター1２４－

５１４２。

「眠れない」、「イライラして落

ちつかない」など、心に悩みを持

つ人はご相談ください。専門家が

相談に応じます。◆日時：５月２

日（金）、午後１時30分～（事前

に電話予約を）、◆会場：沼田保

健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力などで悩

んでいる女性のための電話相談で

す。相談には、性暴力問題群馬弁

護士ネットワークの専門家が応じ

ます。◆日時：平日午前10時～

12時◆相談専用電話1０２７－

２２６－２９０５。

自動車損害賠償責任保険・任意

自動車保険請求の無料相談を行っ

ています。◆日時：平日午前９時

30分～正午、午後１時～４時30

分◆前橋自動車保険請求相談セン

ター1０２７－２２３－２３１６。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に

住
民
票
は
不
要
と
な
り
ま
す

◆
県
国
際
課

おまわりさんからのお知らせ

暴走族追放の条例を施行
県では、暴走行為を許さない

社会環境づくりを目指すため、

「群馬県暴走族等の追放の推進に

関する条例」を４月１日から施

行しました。

条例のおもな内容は次のとお

りです。

●危険な運転等の禁止（条例

第15条）、●暴走助長行為の禁

止（条例第16条）、●暴走族の

勢力誇示行為、●暴走行為目的

集合行為。

皆さんも暴走族追放のために

ご協力をよろしくお願いします。
国民健康保険税Ⅰ期、介護保

険料Ⅰ期は、４月30日（水）が
納期です。完納にご協力くださ
い。

今・月・の・納・期

交通事故相談

こころの健康相談

暴力電話相談

健康相談

人権相談

2 1

自
動
車
税
の
納
付
期
限
は

６
月
２
日
で
す

◆
県
自
動
車
税
事
務
所

危
険
物
取
扱
者
の

試
験
を
行
い
ま
す

◆(

財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー




